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論文の要旨及び判定理由 

 

本研究は立位回転動作の動作戦略を把握するための評価尺度の開発とその信頼性及び

妥当性を検討したものである。 

180°立位回転動作の動作戦略評価（CAT-STS）の開発は、27名の片麻痺患者を対象に麻

痺側下肢の運動機能、歩行能力および麻痺側回転と非麻痺側回転動作のビデオ分析を行い、

動作戦略の評価項目として７項目を決定した。その後２名の理学療法士がCAT-STS用いた

評価を実施し、検者内信頼性および検者内信頼性の検討を行った。構成概念妥当性として

CAT-STSのTotal scoreと回転動作所要時間、歩数、麻痺側下肢運動機能、歩行能力との関

連性を検討した。その結果、CAT-STSは検者内信頼性および検者間信頼性が確認された。

また、CAT-STSのTotal scoreと立位回転動作能力、麻痺側下肢運動機能、歩行能力に有意

な相関関係が認められ構成概念妥当性が確認された。CAT-STSは動作戦略をスコア化する

ことで、臨床における立位回転動作の質的・量的評価を簡便に実施することを可能とした。

 以上のように、本研究は新たな理学療法評価指標を開発したものであり、今後の理学療

法学の発展に寄与するものと認められ、博士（保健学）の学位に値するものと判定した。 
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